
健
忘
な
ど
、
頭
の
働
き
を
低
下
さ
せ
、
さ
ら

に
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
リ

ス
ク
も
高
め
ま
す
。
ま
た
身
体
的
に
は
生
活

習
慣
病
、
が
ん
、
免
疫
不
全
の
リ
ス
ク
要
因

と
な
り
、
未
成
年
者
に
お
い
て
も
学
力
の
低

下
、
生
活
習
慣
病
、
発
達
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

眠
気
は
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
に
な
る
と
自

覚
が
乏
し
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
疲
労
感
・

倦
怠
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

図
は
、
前
夜
の
睡
眠
時
間
と
翌
日
の
日
中
の

眠
気
の
強
さ
（
脳
波
上
眠
り
に
つ
く
ま
で
の

時
間
＝
「
睡
眠
潜
時
」
で
表
す
）
と
の
関
係

を
示
し
た
も
の
で
す
。
前
日
の
睡
眠
時
間
が

短
い
ほ
ど
日
中
の
眠
気
は
強
く
、
４
時
間
で

は
過
眠
症
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
８
分
未
満
と
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
受
験
勉
強
や
仕
事

で
中
・
長
期
的
に
睡
眠
不
足
の
状
態
が
続
く

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
就
学
や

業
務
の
継
続
は
で
き
て
い
て
も
、
実
際
は
睡

眠
不
足
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。あ
る
研
究
で
は
、

４
時
間
睡
眠
を
２
週
間
続
け
る
と
、

作
業
ミ
ス
の
発
生
頻
度
が
一
睡
も
し

な
い
日
の
翌
日
と
同
程
度
に
な
り
、

そ
の
後
に
十
分
な
睡
眠
時
間
を
取
っ

て
も
数
日
で
は
元
来
の
レ
ベ
ル
に
は

回
復
せ
ず
、
さ
ら
に
４
時
間
睡
眠
を

続
け
る
と
悪
影
響
が
積
み
重
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（M

cCauley 
P,et al.,2013

）。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
で
は
、
労
働

時
間
の
上
限
が
法
的
に
規
制
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
仕
事
と
仕
事
の
間
に

「
睡
眠
」
が
Q
O
L
に
影
響
し
て
い
ま
し
た
。

長
い
休
み
は
将
来
に
対
す
る
希
望
に
な
り
ま

す
が
、
夜
し
っ
か
り
と
休
む
こ
と
は
日
常
生

活
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
睡
眠
を
含
め
た
休
息
の
取

り
方
を
再
考
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

し
た
。
こ
の
法
案
に
は
、
労
働
者
の
睡
眠
衛

生
に
も
関
連
す
る
①
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
の
導
入
②
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の

普
及
促
進
③
産
業
医
・
産
業
保
健
機
能
の
強

化
―
―
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
労
働
者
の
約
４
割
は
睡
眠
時
間
が

６
時
間
未
満
で
あ
り
、
慢
性
的
な
睡
眠
不
足

で
あ
る
こ
と
は
以
前
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ

の
原
因
の
一
つ
が
長
時
間
労
働
で
あ
り
、
労

働
時
間
の
延
長
は
睡
眠
時
間
の
短
縮
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
は
身
体
・
精
神
機
能
に
影
響
し
、

わ
ず
か
な
睡
眠
不
足
で
も
毎
日
続
く
こ
と
に

よ
り
そ
の
影
響
は
蓄
積
さ
れ
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
健
康
上
の
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。
こ

れ
を
睡
眠
負
債
と
言
い
ま
す
。
そ
の
影
響
は

日
中
の
眠
気
の
み
な
ら
ず
、
集
中
力
低
下
、

年
４
月
１
日
に
働
き
方
改
革
関
連
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
半
年
が
経
ち
ま

今
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おぞね もとひろ

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

一
定
以
上
の
時
間
を
設
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
毎
日
の
睡
眠
を
含

め
た
休
息
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
人
間
関
係
や
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
と
同

程
度
に
、「
日
々
の
休
息
時
間
が
あ
る
こ
と
」 図 前日の睡眠時間と日中の眠気との関係

睡
眠
潜
時（
分
）

前日の睡眠時間が短いほど日中の眠気は強く、
４時間になると過眠症基準（睡眠潜時8分未満）を満たす。
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